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全長 80 キロに及ぶ高島トレイル

水利施設を利用した小水力発電
これからの１０年を
見据えた子育て支援

中学卒業までの入院費
を無料に

早期整備を要望している
１６１バイパス

原子力発電事業者との間に
「原子力安全協定」を締結

◦
い
じ
め
防
止
に
関
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
、
国
の
「
い
じ
め
防
止
対
策

基
本
法
」
の
制
定
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
教
育
委
員
会
と
福
祉
部
門
の
連
携

の
も
と
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

◦
少
子
化
の
現
状
を
踏
ま
え
、
子
ど
も

た
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
現
場
を
整
備

す
る
た
め
に
も
、
市
内
小
規
模
校
に
つ

い
て
、
統
廃
合
も
含
め
た
今
後
の
あ
り

方
を
早
急
に
検
討
し
、
方
向
性
を
示
す

よ
う
、
教
育
委
員
会
に
要
請
し
て
い
ま

す
。

◦
４
月
５
日
、
原
子
力
発
電
事
業
者
と

の
間
に
「
原
子
力
安
全
協
定
」
を
締
結

し
、
万
が
一
の
原
発
事
故
等
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
安
全
確
保
の
た
め
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。

◦
国
の
防
災
基
本
計
画
や
関
連
法
令
の

改
正
を
受
け
、「
高
島
市
地
域
防
災
計

画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）」
の
全
面

的
改
正
を
行
い
、
防
護
対
策
や
避
難
先

等
の
住
民
避
難
計
画
を
新
た
に
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
県
の
避

難
計
画
等
を
踏
ま
え
て
必
要
な
見
直
し

◦
市
民
参
加
型
の
育
児
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
会
員
同
士
が
育
児
を

助
け
合
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
」
事
業
を
行
う
団
体
に
つ
い

て
支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
平
成
27
年
度
か
ら
国
に
お
い
て
実
施

◦
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
目

指
し
、
ま
ず
は
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま

で
の
入
院
費
無
料
化
を
制
度
化
し
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

◦
私
立
保
育
園
に
お
け
る
３
歳
児
に
対

す
る
保
育
士
の
特
別
配
置
を
行
う
と
と

も
に
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
対
す
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
私
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
で

あ
り
ま
す
「
市
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を

傾
け
」、「
市
民
の
皆
様
と
同
じ
目
線
」

で
、
市
民
参
加
に
よ
る
市
政
運
営
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、「
市
政
モ
ニ
タ
ー

制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
以
上
が
６
月
定
例
会
に
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
議
案
の
内
容
を
踏
ま
え
た

施
政
方
針
の
概
要
で
す
。

　
行
政
各
分
野
に
お
い
て
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
関
係
部
局

で
情
報
共
有
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

必
要
な
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
後
と
も
、市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

高
島
の
未
来
を
し
っ
か
り
見
据
え
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
を
守
り
、
次

世
代
へ
引
き
継
い
で
い
け
る
確
か
な
高

島
市
を
目
指
し
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

防
災
・
環
境
分
野

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

子
育
て
支
援
・
女
性
分
野

一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
分
野

◦
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
快
適
な
学
習

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
小
中
学

校
の
計
画
的
な
エ
ア
コ
ン
整
備
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

本
年
度
は
必
要
な
工
事
実
施
設
計
を
予

※福井市長の「施政方
針」については、市ホー
ムページ「web 市長室」
からもご覧になれます。

安
全
安
心
を
守
る

取
り
組
み
の
前
進

市
民
参
加
の
市
政
運
営

へ
モ
ニ
タ
ー
制
度
創
設

基
幹
道
路
の
早
期
整
備

に
向
け
た
取
組
強
化

子
ど
も
た
ち
の
安
全
快

適
な
学
習
環
境
を
確
保

中
学
卒
業
ま
で
の
入
院

費
無
料
化
を
制
度
化

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
積
極
支
援

一
体
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に

よ
る
誘
客
促
進

◦
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
の

高
ま
り
を
受
け
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

の
設
置
に
関
す
る
支
援
を
継
続
し
、
新

た
に
事
業
所
用
太
陽
光
発
電
の
設
置
に

対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
農
業
水
利
施
設
等
を
活
か
し
た
環
境

に
や
さ
し
い
小
水
力
発
電
の
活
用
検
討

さ
れ
る
「
新
し
い
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
制
度
」
を
受
け
、「
高
島
市
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
に
向

け
た
基
礎
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、「
高
島
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

を
設
置
し
ま
す
。

◦
当
市
の
重
要
な
観
光
資
源
の
一
つ
で

あ
る
「
高
島
ト
レ
イ
ル
」
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

◦
市
内
10
施
設
に
及
ぶ
ア
ウ
ト
ド
ア
施

設
の
一
体
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
、

効
果
的
な
運
営
が
図
れ
る
よ
う
な
組
織

支
援
を
行
い
ま
す
。

を
行
う
な
ど
、
国
や
県
の
計
画
と
整
合

性
が
取
れ
る
よ
う
、
適
切
に
対
応
し
ま

す
。

◦
治
水
対
策
に
お
け
る
河
川
整
備
に
つ

い
て
は
、
県
が
制
定
を
目
指
す
「
流
域

治
水
推
進
条
例
」
以
前
に
、
湖
西
圏
域

の
河
川
整
備
計
画
を
早
期
に
策
定
す
る

よ
う
、
県
に
対
し
て
積
極
的
に
要
請
し

ま
す
。

や
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

◦
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
市
消
防

本
部
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
非
常
時
に
備
え
る
と
と
も
に
、

自
家
消
費
電
力
と
し
て
節
電
を
図
り
ま

す
。

定
し
て
い
ま
す
。

◦
い
じ
め
問
題
の
発
生
や
不
審
者
の
侵

入
等
、
教
職
員
が
緊
急
時
に
迅
速
な
連

絡
対
応
を
行
う
た
め
、
順
次
Ｐ
Ｈ
Ｓ
式

の
校
内
通
信
設
備
を
配
備
し
ま
す
。

◦
い
じ
め
対
策
事
業
と
し
て
専
任
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
新
た
に
配
置
し
、
い
じ

め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対

応
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
国
道
１
６
１
号
、３
０
３
号
、３
６
７

号
お
よ
び
主
要
な
県
道
等
、
市
民
生
活

や
地
域
経
済
を
支
え
る
市
内
の
基
幹
道

路
に
つ
い
て
、災
害
時
に
は
緊
急
避
難
、

緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
観
点
か
ら
も
、
国
や
県
に

対
し
て
早
期
整
備
を
要
請
し
ま
す
。

◦
市
道
に
つ
い
て
も
、
緊
急
度
、
優
先

度
等
を
考
慮
し
、
継
続
・
新
規
改
良
事

業
の
推
進
を
は
じ
め
、
と
り
わ
け
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
事
業
に
つ
い
て
、
耐
震

化
も
含
め
、
緊
急
に
改
修
が
必
要
な
個

所
を
特
定
し
、
前
倒
し
で
整
備
を
進
め

ま
す
。

◦
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
図
る
た
め
、

水
道
事
業
基
本
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

◦
下
水
道
特
別
会
計
の
公
営
企
業
会
計

移
行
へ
の
基
本
方
針
と
基
本
計
画
、
お

よ
び
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
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